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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物および植物に隣接した地面の１つを下記化合物：
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【化１】

からなる群から選択される化合物を含む組成物と接触させることを含む、病原体により罹
病させられるリスクがある植物における病原体誘発性疾患を防除する方法。
【請求項２】
　前記疾患を誘発する病原体が真菌病原体である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組成物が殺虫剤をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記組成物が雑草防除剤をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記疾患がリンゴ黒星病、コムギの葉枯病、テンサイの褐斑病、ラッカセイの褐斑病、
キュウリ炭疽病およびシガトカ病の１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　前記病原体がリンゴ黒星病菌、コムギ葉枯病菌、テンサイ褐斑病菌、ラッカセイ褐斑病
菌、ウリ類炭疽病菌およびマイコスフェレラ・フィジエンシスの１つである、請求項１に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２００８年８月１日に出願した米国特許仮出願第６１／１３７，７３６号の
利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、５－フルオロシトシンおよびその誘導体の分野に関し、また殺真菌剤として
のこれらの化合物の使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　殺真菌剤は、農業に関連する真菌により引き起こされる損傷から植物を防護し、回復さ
せるように作用する、天然または合成由来の化合物である。一般的に、いかなる単一の殺
真菌剤もすべての状況には有用ではない。したがって、より良好な性能を有し、使用する
ことがより容易であり、費用がより低い殺真菌剤を製造するための研究が進行中である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示は、５－フルオロシトシンおよびその誘導体ならびに殺真菌剤としてのそれらの
使用に関する。５－フルオロシトシンおよびその誘導体は、子嚢菌類、担子菌類、不完全
菌類および卵菌類からの防御をもたらす可能性がある。
【０００５】
　本開示の１つの実施形態は、植物および植物に隣接した地面の１つを５－フルオロシト
シンおよび５－フルオロシトシン誘導体の１つを含む組成物と接触させることを含む、病
原体により罹病させられるリスクがある植物における病原体誘発性疾患を防除する方法を
含む。
【０００６】
　本開示の他の実施形態は、５－フルオロシトシンおよび５－フルオロシトシン誘導体の
１つ、或いは５－フルオロシトシンおよび５－フルオロシトシン誘導体の１つを含む組成
物の土壌、植物、植物の一部、茎葉および／または種子への散布を含む、植物病原性生物
による攻撃に対する植物の保護または植物病原性生物により寄生された植物の治療のため
の５－フルオロシトシンおよび５－フルオロシトシン誘導体の１つを含む化合物の使用で
ある。
【０００７】
　さらに、本開示の他の実施形態は、５－フルオロシトシンおよび５－フルオロシトシン
誘導体の１つを含む化合物および植物学的に許容できる担体材料を含む、植物病原性生物
による攻撃からの植物の保護および／または植物病原性生物により寄生された植物の処理
に有用な組成物である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本開示の化合物は、商業的に購入するか、またはＤｕｓｃｈｉｎｓｋｙ　Ｒ．ら、Ｊ．
Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．、１９９６年、９巻、５６６～５７２頁；Ｄｕｓｃｈｉｎｓｋｙ　Ｒ
．およびＨｏｆｆｅｒ　Ｍ．、米国特許第３，３０９，３５９号、１９６７年；Ｌｉ　Ｊ
．ら、国際公開第２００５／０８０３５１Ａ１号、２００５年；ならびにＢａｕｔｉｓｔ
ａ　Ｒｏｄｒｉｇｕｅｚ　Ｊ．ら、国際公開第２００９／０７１７２６Ａ１号、２００９
年などの文献における公知の方法により調製することができる。前述の開示のそれぞれは
、参照により本明細書に明示的に組み込まれる。
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【０００９】
　本開示の化合物は、化合物として、または化合物を含む製剤として、様々な公知の技術
のいずれかにより散布することができる。例えば、該化合物は、植物の商業的価値を損な
うことなく、様々な真菌の防除のために植物の根、種子または茎葉に散布することができ
る。該物質は、一般的に使用される製剤型のいずれかの形で、例えば、液剤、粉剤、水和
剤、フロアブル剤または乳剤として散布することができる。
【００１０】
　好ましくは、本開示の化合物は、５－フルオロシトシンおよび５－フルオロシトシン誘
導体の少なくとも１つと植物学的に許容できる担体を含む製剤の形で散布する。濃縮製剤
は、散布のために水または他の液体に分散させることができ、或いは製剤は、さらに処理
せずに散布することができる微粉様または粒剤であってよい。製剤は、農業化学技術分野
で標準になっている方法に従って調製することができる。
【００１１】
　本開示は、殺真菌剤としての送達および使用のために、上記化合物の１つまたは複数を
製剤化することができるすべての媒体を意図する。一般的に、製剤は、水系懸濁剤または
乳剤として散布する。そのような懸濁剤または乳剤は、固体であり、通常、水和剤として
公知である水溶性、水懸濁性もしくは乳化性製剤、または乳剤、水系懸濁剤もしくはフロ
アブルとして通常公知である液体から製造することができる。容易に認識されるように、
これらの化合物を加えることができる物質は、抗真菌剤としてのこれらの化合物の活性に
著しい障害を与えずに、所望の効用をもたらすならば、用いることができる。
【００１２】
　水分散性粒剤を形成するように成形することができる、水和剤は、５－フルオロシトシ
ンおよび５－フルオロシトシン誘導体の１つ、不活性担体および界面活性剤を含む緊密な
混合物を含む。水和剤中の化合物の濃度は、水和剤の総重量に基づく約１０重量％～約９
０重量％、より好ましくは約２５重量％～約７５重量％であってよい。水和剤の調製にお
いて、化合物を、プロフィライト、タルク、チョーク、石膏、フラー土、ベントナイト、
アタパルガイト、デンプン、カゼイン、グルテン、モンモリロナイト粘土、珪藻土、精製
ケイ酸塩などの微細な固体と混合することができる。そのような操作において、微細な担
体および界面活性剤を一般的に化合物（単数または複数）と混合し、粉砕する。
【００１３】
　５－フルオロシトシンおよび５－フルオロシトシン誘導体の乳剤は、乳剤の総重量に基
づく適切な液体中約１０重量％～約５０重量％などの通常の濃度の化合物を含んでいてよ
い。化合物は、水混和性溶媒または水混和性有機溶媒と乳化剤との混合物である、不活性
担体に溶解することができる。濃縮剤は、水および油で希釈して、水中油型乳剤の形の噴
霧混合剤を生成することができる。有用な有機溶媒は、芳香族化合物、特に、重質芳香族
ナフサなどの石油の高沸点ナフタレン系およびオレフィン系留分などである。例えば、ロ
ジン誘導体などのテルペン系溶媒、シクロヘキサノンなどの脂肪族ケトンおよび２－エト
キシエタノールなどの複合アルコールなどの他の有機溶媒も用いることができる。
【００１４】
　この件で有利に用いることができる乳化剤は、当業者が容易に決定することができ、種
々の非イオン性、陰イオン、陽イオンおよび両性乳化剤、または２つまたはそれ以上の乳
化剤の混合物などである。乳剤を調製するのに有用である非イオン性乳化剤の例は、ポリ
アルキレングリコールエーテルならびにポリオールまたはポリオキシアルキレンで可溶化
されたエトキシル化アルキルフェノールおよびカルボン酸エステルなどのアルキルおよび
アリールフェノール、脂肪族アルコール、脂肪族アミンまたは脂肪酸とエチレンオキシド
、プロピレンオキシドの縮合生成物などである。陽イオン乳化剤は、第四級アンモニウム
化合物および脂肪アミン塩などである。陰イオン乳化剤は、アルキルアリールスルホン酸
の油溶性塩（例えば、カルシウム）、油溶性塩または硫酸化ポリグリコールエーテルおよ
びリン酸化ポリグリコールエーテルの適切な塩などである。
【００１５】
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　本発明の化合物の乳剤を調製するのに用いることができる代表的な有機液体は、キシレ
ン、プロピルベンゼン留分などの芳香族液体；または混合ナフタレン留分、鉱油、フタル
酸ジオクチルなどの置換芳香族有機液体；ケロセン；種々の脂肪酸のジアルキルアミド、
特に脂肪グリコールのジメチルアミドおよびジエチレングリコールのｎ－ブチルエーテル
、エチルエーテルまたはメチルエーテルなどのグリコール誘導体、ならびにトリエチレン
グリコールのメチルエーテルなどである。２つまたはそれ以上の有機液体の混合物も乳剤
の調製に用いることができる。有機液体は、キシレンおよびプロピルベンゼン留分を含み
、キシレンが場合によって最も好ましい。界面活性分散剤は、一般的に液体製剤に、分散
剤と１つまたは複数の化合物とを合わせた重量に基づく０．１～２０重量％の量で用いる
ことができる。製剤は、他の適合性のある添加物、例えば、植物成長調節剤および農業で
使用される他の生物学的に活性な化合物も含んでいてよい。
【００１６】
　水不溶性５－フルオロシトシンまたは５－フルオロシトシン誘導体を含む水系懸濁剤は
、水系懸濁剤の総重量に基づく約５～約５０重量％の範囲の濃度で水性媒体中に分散して
いてよい。懸濁剤は、化合物の１つまたは複数を微細に粉砕し、水および上で述べたのと
同じ種類のものから選択される界面活性剤を含む媒体中に粉砕した物質を激しく混入する
ことによって調製する。水性媒体の密度および粘度を増大させるために、無機塩および合
成または天然ゴムなどの他の成分も加えることができる。
【００１７】
　５－フルオロシトシンまたは５－フルオロシトシン誘導体は、土壌への散布に特に有用
である粒剤としても散布することができる。粒剤は、一般的にアタパルガイト、ベントナ
イト、珪藻土、粘土または類似の安価な物質などの粗い粒度の不活性物質から完全にまた
は大部分なる不活性担体中に分散した、粒剤の総重量に基づく約０．５～約１０重量％の
化合物（単数または複数）を含む。そのような製剤は、化合物を適切な溶媒に溶解し、そ
れを約０．５～約３ｍｍの範囲の適切な粒径に前成形した粒状担体に加えることによって
通常調製される。適切な溶媒は、化合物が実質的または完全に溶ける溶媒である。そのよ
うな製剤は、担体および化合物および溶媒の軟塊またはペーストを作り、砕き、乾燥して
、所望の粒状粒子を得ることによっても調製することができる。
【００１８】
　５－フルオロシトシンまたは５－フルオロシトシン誘導体を含む粉剤は、粉末状の１つ
または複数の化合物を、例えば、カオリン粘土、粉砕火山岩などの適切な微粉状農業用担
体と緊密に混合することによって調製することができる。粉剤は、粉剤の総重量に基づく
約１～約１０重量％の化合物を適宜含んでいてよい。
【００１９】
　製剤は、標的作物および生物への化合物の付着、湿展および浸透を促進するためのアジ
ュバント界面活性剤をさらに含んでいてよい。これらのアジュバント界面活性剤は、製剤
の成分として、またはタンクミックスとして任意選択で用いることができる。アジュバン
ト界面活性剤の量は、一般的に水の噴霧容積に基づく０．０１～１．０容積％、好ましく
は０．０５～０．５容積％の範囲で異なるであろう。適切なアジュバント界面活性剤は、
エトキシル化ノニルフェノール、エトキシル化合成もしくは天然アルコール、エステルの
塩またはスルホコハク酸、エトキシル化有機ケイ素、エトキシル化脂肪アミンおよび界面
活性剤と鉱油もしくは植物油との混合物を含むが、これらに限定されない。製剤は、開示
が参照により本明細書に特に組み込まれている、米国特許出願第１１／４９５，２２８号
に開示されているような水中油型乳剤も含み得る。
【００２０】
　製剤は、他の農薬化合物を含む混合剤を場合によって含み得る。そのような追加の農薬
化合物は、散布のために選択される媒体中で本発明の化合物と適合性があり、本発明の化
合物の活性に対して拮抗性を示さない、殺真菌剤、殺虫剤、除草剤、殺線虫剤、殺ダニ剤
、殺節足動物剤、殺真菌剤またはその組合せであってよい。したがって、そのような実施
形態において、他の農薬化合物は、同じまたは異なる農薬の使用における補足毒薬として
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用いることができる。混合剤中の５－フルオロシトシンまたは５－フルオロシトシン誘導
体および農薬化合物は、一般的に１：１００～１００：１の重量比で存在し得る。
【００２１】
　本開示の化合物は、その殺真菌性混合物および共力性混合物を形成するために、他の殺
真菌剤と併用することができる。本開示の殺真菌性化合物は、様々な望ましくない疾病を
防除するために１つまたは複数の他の殺真菌剤とともにしばしば散布される。他の殺真菌
剤とともに使用する場合、本願請求項に記載の化合物は、他の殺真菌剤（単数または複数
）とともに製剤化、他の殺真菌剤（単数または複数）と混用、或いは他の殺真菌剤（単数
または複数）と連続的に散布することができる。そのような他の殺真菌剤は、２－（チオ
シアナトメチルチオ）－ベンゾチアゾール、２－フェニルフェノール、硫酸８－ヒドロキ
シキノリン、アメトクトラジン、アミスルブロム、アンチマイシン、アンペロミセス・キ
スカリス（Ampelomyces quisqualis）、アザコナゾール、アゾキシストロビン、枯草菌（
Bacillus subtilis）、ベナラキシル、ベノミル、ベンチアバリカルブ－イソプロピル、
ベンジルアミノベンゼン－スルホネート（ＢＡＢＳ）塩、重炭酸塩、ビフェニル、ビスメ
ルチアゾール、ビテルタノール、ビキサフェン、ブラストサイジン－Ｓ、ホウ砂、ボルド
ー混合物、ボスカリド、ブロムコナゾール、ブピリメート、多硫化カルシウム、カプタホ
ル、キャプタン、カルベンダジム、カルボキシン、カルプロパミド、カルボン、クロロネ
ブ、クロロタロニル、クロゾリネート、コニオスリウムミニタンス（Coniothyrium minit
ans）、水酸化銅、オクタン酸銅、オキシ塩化銅、硫酸銅、硫酸銅（三塩基性）、亜酸化
銅、シアゾファミド、シフルフェナミド、シモキサニル、シプロコナゾール、シプロジニ
ル、ダゾメット、デバカルブ、ジアンモニウムエチレンビス－（ジチオカルバメート）、
ジクロフルアニド、ジクロロフェン、ジクロシメット、ジクロメジン、ジクロラン、ジエ
トフェンカルブ、ジフェノコナゾール、ジフェンゾコートイオン、ジフルメトリム、ジメ
トモルフ、ジモキシストロビン、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ジノブトン、ジ
ノカップ、ジフェニルアミン、ジチアノン、ドデモルフ、酢酸ドデモルフ、ドジン、ドジ
ン遊離塩基、エジフェンホス、エネストロビン、エポキシコナゾール、エタボキサム、エ
トキシキン、エトリジアゾール、ファモキサドン、フェナミドン、フェナリモル、フェン
ブコナゾール、フェンフラム、フェンヘキサミド、フェノキサニル、フェンピクロニル、
フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、フェンチン、酢酸フェンチン、水酸化フェンチ
ン、ファーバム、フェリムゾン、フルアジナム、フルジオキソニル、フルモルフ、フルオ
ピコリド、フルオピラム、フルオロイミド、フルオキサストロビン、フルキンコナゾール
、フルシラゾール、フルスルファミド、フルチアニル、フルトラニル、フルトリアフォル
、フォルペット、ホルムアルデヒド、フォセチル、フォセチル－アルミニウム、フベリダ
ゾール、フララキシル、フラメトピル、グアザチン、酢酸グアザチン、ＧＹ－８１、ヘキ
サクロロベンゼン、ヘキサコナゾール、ヒメキサゾール、イマザリル、硫酸イマザリル、
イミベンコナゾール、イミノクタジン、イミノクタジン三酢酸塩、イミノクタジントリス
（アルベシレート（albesilate））、イプコナゾール、イプロベンホス、イプロジオン、
イプロバリカルブ、イソプロチオラン、イソピラザム、イソチアニル、カスガマイシン、
カスガマイシン塩酸塩水和物、クレソキシム－メチル、マンコッパー（mancopper）、マ
ンコゼブ、マンジプロパミド、マネブ、メパニピリム、メプロニル、塩化第二水銀、酸化
第二水銀、塩化第一水銀、メタラキシル、メフェノキサム、メタラキシル－Ｍ、メタム、
メタム－アンモニウム、メタム－カリウム、メタム－ナトリウム、メトコナゾール、メタ
スルホカルブ、ヨウ化メチル、イソチオシアン酸メチル、メチラム、メトミノストロビン
、メトラフェノン、ミルジオマイシン、ミクロブタニル、ナーバム、ニトロタール－イソ
プロピル、ヌアリモール、オクチリノン、オフレース、オレイン酸（脂肪酸）、オリサス
トロビン、オキサジキシル、オキシン－銅、フマル酸オキスポコナゾール、オキシカルボ
キシン、ペフラゾエート、ペンコナゾール、ペンシクロン、ペンフルフェン、ペンタクロ
ロフェノール、ラウリン酸ペンタクロロフェニル、ペンチオピラド、酢酸フェニル水銀、
ホスホン酸、フタリド、ピコキシストロビン、ポリオキシンＢ、ポリオキシン、ポリオキ
ソリム、重炭酸カリウム、カリウムヒドロキシキノリンサルフェート、プロベナゾール、
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プロクロラズ、プロシミドン、プロパモカルブ、塩酸プロパモカルブ、プロピコナゾール
、プロピネブ、プロキナジド、プロチオコナゾール、ピラクロストロビン、ピラメトスト
ロビン、ピラオシキストロビン、ピラゾホス、ピリベンカルブ、ピリブチカルブ、ピリフ
ェノックス、ピリメタニル、ピロキロン、キノクラミン、キノキシフェン、キントゼン、
オオイタドリ（Reynoutria sachalinensis）エキス、セダキサン、シルチオファム、シメ
コナゾール、ナトリウム２－フェニルフェノキシド、重炭酸ナトリウム、ナトリウムペン
タクロロフェノキシド、スピロキサミン、硫黄、ＳＹＰ－Ｚ０７１、ＳＹＰ－０４８、タ
ール油、テブコナゾール、テブフロキン、テクナゼン、テトラコナゾール、チアベンダゾ
ール、チフルザミド、チオファネート－メチル、チラム、チアジニル、トルクロホス－メ
チル、トリルフルアニド、トリアジメホン、トリアジメノール、トリアゾキシド、トリシ
クラゾール、トリデモルフ、トリフロキシストロビン、トリフルミゾール、トリホリン、
トリチコナゾール、バリダマイシン、バリフェナレート、バリフェナール、ビンクロゾリ
ン、ジネブ、ジラム、ゾキサミド、カンジダオレオフィラ（Candida oleophila）、フザ
リウムオキシスポルム（Fusarium oxysporum）、グリオクラジウム属（Gliocladium）種
、カミカワタケ（Phlebiopsis gigantea）、ストレプトマイセスグリセオビリディス（St
reptomyces griseoviridis）、トリコデルマ属（Trichoderma）種、（ＲＳ）－Ｎ－（３
，５－ジクロロフェニル）－２－（メトキシメチル）－スクシンイミド、１，２－ジクロ
ロプロパン、１，３－ジクロロ－１，１，３，３－テトラフルオロアセトン水和物、１－
クロロ－２，４－ジニトロナフタレン、１－クロロ－２－ニトロプロパン、２－（２－ヘ
プタデシル－２－イミダゾリン－１－イル）エタノール、２，３－ジヒドロ－５－フェニ
ル－１，４－ジチイン１，１，４，４－テトラオキシド、酢酸２－メトキシエチル水銀、
塩化２－メトキシエチル水銀、ケイ酸２－メトキシエチル水銀、３－（４－クロロフェニ
ル）－５－メチルローダニン、チオシアン酸４－（２－ニトロプロプ－１－エニル）フェ
ニル、アンプロピルフォス、アニラジン、アジチラム、多硫化バリウム、Ｂａｙｅｒ　３
２３９４、ベノダニル、ベンキノックス、ベンタルロン、ベンザマクリル；ベンザマクリ
ル－イソブチル、ベンザモルフ、ビナパクリル、硫酸ビス（メチル水銀）、ビス（トリブ
チルスズ）オキシド、ブチオベート、カドミウム　カルシウム　銅　亜鉛　クロメート　
サルフェート、カルバモルフ、ＣＥＣＡ、クロベンチアゾン、クロラニホルメタン、クロ
ルフェナゾール、クロルキノックス、クリンバゾール、銅ビス（３－フェニルサリチレー
ト）、クロム酸銅亜鉛、クフラネブ、硫酸ヒドラジニウム第二銅、クプロバム（cuprobam
）、シクラフラミド、シペンダゾール、シプロフラム、デカフェンチン、ジクロン、ジク
ロゾリン、ジクロブトラゾール、ジメチリモール、ジノクトン、ジノスルホン、ジノテル
ボン、ジピリチオン、ジタリムホス、ドジシン、ドラゾキソロン、ＥＢＰ、ＥＳＢＰ、エ
タコナゾール、エテム、エチリム（ethirim）、フェナミノスルフ、フェナパニル、フェ
ニトロパン、フルオトリマゾール、フルカルバニル、フルコナゾール、フルコナゾール－
シス、フルメシクロックス、フロファネート、グリオジン（glyodine）、グリセオフルビ
ン、ハラクリネート（halacrinate）、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　３９４４、ヘキシルチオホス
、ＩＣＩＡ０８５８、イソパムホス（isopamphos）、イソバレジオン、メベニル、メカル
ビンジド、メタゾキソロン、メトフロキサム、メチル水銀ジシアンジアミド、メトスルホ
バックス、ミルネブ、無水ムコクロル酸、ミクロゾリン、Ｎ－３，５－ジクロロフェニル
－スクシンイミド、Ｎ－３－ニトロフェニルイタコンイミド、ナタマイシン、Ｎ－エチル
水銀－４－トルエンスルホンアニリド、ニッケルビス（ジメチルジチオカルバメート）、
ＯＣＨ、フェニル水銀ジメチルジチオ－カルバメート、硝酸フェニル水銀、フォスジフェ
ン（phosdiphen）、プロチオカルブ；塩酸プロチオカルブ、ピラカルボリド、ピリジニト
リル、ピロキシクロル、ピロキシフル、キナセトール；硫酸キナセトール、キナザミド、
キンコナゾール、ラベンザゾール、サリチルアニリド、ＳＳＦ－１０９、スルトロペン、
テコラム、チアジフルオール（thiadifluor）、チシオフェン、チオクロルフェンヒム、
チオファネート、チオキノックス、チオキシミド、トリアミホス、トリアリモール、トリ
アズブチル、トリクラミド、ウルバシッド（urbacid）、ＸＲＤ－５６３、およびザリラ
ミド、ＩＫ－１１４０、ならびにこれらの任意の組合せなどであってよい。
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【００２２】
　さらに、本発明の化合物は、その駆除薬混合物および共力性混合物を形成するために、
散布のために選択される媒体中で本発明の化合物と適合性があり、本発明の化合物の活性
に対して拮抗性を示さない、殺虫剤、殺線虫剤、殺ダニ剤、殺節足動物剤、殺真菌剤また
はその組合せを含む他の駆除薬と併用することができる。本開示の殺真菌性化合物は、様
々な望ましくない病害虫を防除するために１つまたは複数の他の駆除薬とともに散布する
ことができる。他の駆除薬とともに使用する場合、本願請求項に記載の化合物は、他の駆
除薬（単数または複数）とともに製剤化、他の駆除薬（単数または複数）と混用、或いは
他の駆除薬（単数または複数）と連続的に散布することができる。一般的な殺虫剤は、ア
ロサミジンおよびツリンギエンシンなどの抗生物質殺虫剤；スピノサドおよびスピネトラ
ムなどの大環状ラクトン殺虫剤；アバメクチン、ドラメクチン、エマメクチン、エプリノ
メクチン、イベルメクチンおよびセラメクチンなどのアベルメクチン殺虫剤；レピメクチ
ン、ミルベメクチン、ミルベマイシンオキシムおよびモキシデクチンなどのミルベマイシ
ン殺虫剤；ヒ酸カルシウム、アセト亜ヒ酸銅、ヒ酸銅、ヒ酸鉛、亜ヒ酸カリウムおよび亜
ヒ酸ナトリウムなどのヒ素殺虫剤；アナバシン、アザジラクチン、ｄ－リモネン、ニコチ
ン、ピレトリン、シネリン、シネリンＩ、シネリンＩＩ、ジャスモリンＩ、ジャスモリン
ＩＩ、ピレトリンＩ、ピレトリンＩＩ、クアッシア、ロテノン、リアニアおよびサバディ
ラなどの植物性殺虫剤；ベンダイオカルブおよびカルバリルなどのカルバメート殺虫剤；
ベンフラカルブ、カルボフラン、カルボスルファン、デカルボフランおよびフラチオカル
ブなどのベンゾフラニルメチルカルバメート殺虫剤；ジミタン（dimitan）、ジメチラン
、ヒキンカルブおよびピリミカルブなどのジメチルカルバメート殺虫剤；アラニカルブ、
アルジカルブ、アルドキシカルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、メソミル
、ニトリラカルブ、オキサミル、タジムカルブ、チオカルボキシム、チオジカルブおよび
チオファノックスなどのオキシムカルバメート殺虫剤；アリキシカルブ、アミノカルブ、
ブフェンカルブ、ブタカルブ、カーバノレート、クロエトカルブ、ジクレシル（dicresyl
）、ジオキサカルブ、ＥＭＰＣ、エチオフェンカルブ、フェネタカルブ、フェノブカルブ
、イソプロカルブ、メチオカルブ、メトルカルブ、メキサカルベート、プロマシル、プロ
メカルブ、プロポクスル、トリメタカルブ、ＸＭＣおよびキシリルカルブなどのフェニル
メチルカルバメート殺虫剤；ホウ酸、珪藻土およびシリカゲルなどの乾燥殺虫剤；クロラ
ントラニリプロール、シアントラニリプロールおよびフルベンジアミドなどのジアミド殺
虫剤；ジネックス、ジノプロップ、ジノサムおよびＤＮＯＣなどのジニトロフェノール殺
虫剤；ヘキサフルオロケイ酸バリウム、クリオライト、フッ化ナトリウム、ヘキサフルオ
ロケイ酸ナトリウムおよびスルフルラミドなどのフッ素殺虫剤；アミトラズ、クロルジメ
ホルム、ホルメタネートおよびホルムパラネートなどのホルミアミジン殺虫剤；アクリロ
ニトリル、二硫化炭素、四塩化炭素、クロロホルム、クロルピクリン、ｐ－ジクロロベン
ゼン、１，２－ジクロロプロパン、ギ酸エチル、二臭化エチレン、二塩化エチレン、エチ
レンオキシド、シアン化水素、ヨードメタン、臭化メチル、メチルクロロホルム、塩化メ
チレン、ナフタレン、ホスフィン、フッ化スルフリルおよびテトラクロロエタンなどの燻
蒸殺虫剤；ホウ砂、多硫化カルシウム、オレイン酸銅、塩化第一水銀、チオシアン酸カリ
ウムおよびチオシアン酸ナトリウムなどの無機殺虫剤；ビストリフルロン、ブプロフェジ
ン、クロルフルアズロン、シロマジン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフ
ェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、ペンフ
ルロン、テフルベンズロンおよびトリフルムロンなどのキチン合成阻害剤；エポフェノナ
ン、フェノキシカルブ、ヒドロプレン、キノプレン、メトプレン、ピリプロキシフェンお
よびトリプレンなどの幼若ホルモン模倣体；幼若ホルモンＩ、幼若ホルモンＩＩおよび幼
若ホルモンＩＩＩなどの幼若ホルモン；クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシフ
ェノジドおよびテブフェノジドなどの脱皮ホルモンアゴニスト；α－エクジソンおよびエ
クジステロンなどの脱皮ホルモン；ジオフェノランなどの脱皮阻害剤；プレコセンＩ、プ
レコセンＩＩおよびプレコセンＩＩＩなどのプレコセン；ジシクラニルなどの未分類昆虫
成長調節剤；ベンスルタップ、カルタップ、チオシクラムおよびチオスルタップなどのネ
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レイストキシン類似体殺虫剤；フロニカミドなどのニコチノイド殺虫剤；クロチアニジン
、ジノテフラン、イミダクロプリドおよびチアメトキサムなどのニトログアニジン殺虫剤
；ニテンピラムおよびニチアジンなどのニトロメチレン殺虫剤；アセタミプリド、イミダ
クロプリド、ニテンピラムおよびチアクロプリドなどのピリジルメチル－アミン殺虫剤；
ブロモ－ＤＤＴ、カンフェクロル、ＤＤＴ、ｐｐ’－ＤＤＴ、エチル－ＤＤＤ、ＨＣＨ、
γ－ＨＣＨ、リンデン、メトキシクロル、ペンタクロロフェノールおよびＴＤＥなどの有
機塩素殺虫剤；アルドリン、ブロモシクレン、クロルビシクレン、クロルデン、クロルデ
コン、ディルドリン、ジロール、エンドスルファン、α－エンドスルファン、エンドリン
、ＨＥＯＤ、ヘプタクロール、ＨＨＤＮ、イソベンザン、イソドリン、ケレバンおよびミ
レックスなどのシクロジエン殺虫剤；ブロムフェンビンホス、クロルフェンビンホス、ク
ロトシキホス、ジクロルボス、ジクロトホス、ジメチルビンホス、ホスピラート、ヘプテ
ノホス、メトクロトホス、メビンホス、モノクロトホス、ナレド、ナフタロホス、ホスフ
ァミドン、プロパホス、ＴＥＰＰおよびテトラクロルビンホスなどの有機ホスフェート殺
虫剤；ジオキサベンゾホス、ホスメチランおよびフェントアートなどの有機チオホスフェ
ート殺虫剤；アセチオン、アミトン、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルメホス、
デメフィオン、デメフィオン－Ｏ、デメフィオン－Ｓ、デメトン、デメトン－Ｏ、デメト
ン－Ｓ、デメトン－メチル、デメトン－Ｏ－メチル、デメトン－Ｓ－メチル、デメトン－
Ｓ－メチルスルホン、ジスルホトン、エチオン、エトプロホス、ＩＰＳＰ、イソチオアー
ト、マラチオン、メタクリホス、オキシデメトン－メチル、オキシデプロホス、オキシジ
スルホトン、ホレート、スルホテップ、テルブホスおよびチオメトンなどの脂肪族有機チ
オホスフェート殺虫剤；アミジチオン、シアントアート、ジメトアート、エトアート－メ
チル、ホルモチオン、メカルバム、オメトアート、プロトアート、ソファミドおよびバミ
ドチオンなどの脂肪族アミド有機チオホスフェート殺虫剤；クロルホキシム、ホキシムお
よびホキシム－メチルなどのオキシム有機チオホスフェート殺虫剤；アザメチホス、クマ
ホス、クミトエート、ジオキサチオン、エンドチオン、メナゾン、モルホチオン、ホサロ
ン、ピラクロホス、ピリダフェンチオンおよびキノチオンなどのヘテロ環式有機チオホス
フェート殺虫剤；ジチクロホスおよびチクロホスなどのベンゾチオピラン有機チオホスフ
ェート殺虫剤；アジンホス－エチルおよびアジンホス－メチルなどのベンゾトリアジン有
機チオホスフェート殺虫剤；ジアリホスおよびホスメットなどのイソインドール有機チオ
ホスフェート殺虫剤；イソキサチオンおよびゾラプロホスなどのイソオキサゾール有機チ
オホスフェート殺虫剤；クロルプラゾホスおよびピラゾホスなどのピラゾロピリミジン有
機チオホスフェート殺虫剤；クロルピリホスおよびクロルピリホス－メチルなどのピリジ
ン有機チオホスフェート殺虫剤；ブタチオホス、ダイアジノン、エトリムホス、リリムホ
ス、ピリミホス－エチル、ピリミホス－メチル、プリミドホス、ピリミタートおよびテブ
ピリムホスなどのピリミジン有機チオホスフェート殺虫剤；キナルホスおよびキナルホス
－メチルなどのキノキサリン有機チオホスフェート殺虫剤；アチダチオン、リチダチオン
、メチダチオンおよびプロチダチオンなどのチアジアゾール有機チオホスフェート殺虫剤
；イサゾホスおよびトリアゾホスなどのトリアゾール有機チオホスフェート殺虫剤；アゾ
トエート、ブロモホス、ブロモホス－エチル、カルボフェノチオン、クロルチオホス、シ
アノホス、サイチオアート、ジカプトン、ジクロフェンチオン、エタホス、ファムフール
、フェンクロルホス、フェニトロチオン、フェンスルホチオン、フェンチオン、フェンチ
オン－エチル、ヘテロホス、ヨードフェンホス、メスルフェンホス、パラチオン、パラチ
オン－メチル、フェンカプトン、ホスニクロル、プロフェノホス、プロチオホス、スルプ
ロホス、テメホス、トリクロルメタホス－３およびトリフェノホスなどのフェニル有機チ
オホスフェート殺虫剤；ブトナートおよびトリクロルホンなどのホスホネート殺虫剤；メ
カルホンなどのホスホノチオエート殺虫剤；ホノホスおよびトリクロロナートなどのフェ
ニルエチルホスホノチオエート殺虫剤；シアノフェンホス、ＥＰＮおよびレプトホスなど
のフェニルフェニルホスホノチオエート殺虫剤；クルホメート、フェナミホス、ホスチエ
タン、メホスホラン、ホスホランおよびピリミメタホスなどのホスホルアミデート殺虫剤
；アセフェート、イソカルボホス、イソフェンホス、イソフェンホス－メチル、メタミド
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ホスおよびプロペタムホスなどのホスホルアミドチオエート殺虫剤；ジメフォックス、マ
ジドックス、ミパフォクス（mipafox）およびシュラダンなどのホスホロジアミド殺虫剤
；インドキサカルブなどのオキサジアジン殺虫剤；メトキサジアゾンなどのオキサジアゾ
リン殺虫剤；ジアリホス、ホスメットおよびテトラメトリンなどのフタルイミド殺虫剤；
テブフェンピラド、トルフェンピラドなどのピラゾール殺虫剤；アセトプロール、エチプ
ロール、フィプロニル、ピラフルプロール、ピリプロールおよびバニリプロールなどのフ
ェニルピラゾール殺虫剤；アクリナトリン、アレトリン、ビオアレトリン、バルトリン、
ビフェントリン、ビオエタノメトリン（bioethanomethrin）、シクレトリン、シクロプロ
トリン、シフルトリン、β－シフルトリン、シハロトリン、γ－シハロトリン、λ－シハ
ロトリン、シペルメトリン、α－シペルメトリン、β－シペルメトリン、θ－シペルメト
リン、ζ－シペルメトリン、シフェノトリン、デルタメトリン、ジメフルトリン、ジメト
リン、エンペントリン、フェンフルトリン、フェンピリトリン、フェンプロパトリン、フ
ェンバレラート、エスフェンバレラート、フルシトリナート、フルバリナート、τ－フル
バリナート、フレスリン、イミプロトリン、メトフルトリン、ペルメトリン、ビオペルメ
トリン、トランスペルメトリン、フェノトリン、プラレトリン、プロフルトリン、ピレス
メトリン、レスメトリン、ビオレスメトリン、シスメトリン、テフルトリン、テラレトリ
ン、テトラメトリン、トラロメトリンおよびトランスフルトリンなどのピレスロイドエス
テル殺虫剤；エトフェンプロックス、フルフェンプロックス、ハルフェンプロックス、プ
ロトリフェンブテ（protrifenbute）およびシラフルオフェンなどのピレスロイドエーテ
ル殺虫剤；フルフェネリムおよびピリミジフェンなどのピリミジンアミン殺虫剤；クロル
フェナピルなどのピロール殺虫剤；スピロテトラマトなどのテトラミン酸殺虫剤；スピロ
メシフェンなどのテトロン酸殺虫剤；ジアフェンチウロンなどのチオ尿素殺虫剤；フルコ
フロンおよびスルコフロンなどの尿素殺虫剤；ならびにクロサンテル、ナフテン酸銅、ク
ロタミトン、ＥＸＤ、フェナザフロル、フェノキサクリム、ヒドラメチルノン、イソプロ
チオラン、マロノベン、メタフルミゾン、ニフルリジド、プリフェネート、ピリダベン、
ピリダリル、ピリフルキナゾン、ラフォキサニド、スルホキサフロール、トリアラテンお
よびトリアザメートなどの未分類殺虫剤、ならびにそれらの任意の組合せを含むが、これ
らに限定されない。
【００２３】
　さらに、本発明の化合物は、その農薬混合物および共力性混合物を形成するために、散
布のために選択される媒体中で本発明の化合物と適合性があり、本発明の化合物の活性に
対して拮抗性を示さない、除草剤と併用することができる。本開示の殺真菌性化合物は、
様々な望ましくない植物を防除するために１つまたは複数の除草剤とともに散布すること
ができる。除草剤とともに使用する場合、本願請求項に記載の化合物は、除草剤（単数ま
たは複数）とともに製剤化、除草剤（単数または複数）と混用、或いは除草剤（単数また
は複数）と連続的に散布することができる。一般的な除草剤は、アリドクロル、ベフルブ
タミド、ベンザドックス、ベンジプラム、ブロモブチド、カフェンストロール、ＣＤＥＡ
、シプラゾール、ジメテナミド、ジメテナミド－Ｐ、ジフェナミド、エプロナズ、エトニ
プロミド、フェントラザミド、フルポキサム、ホメサフェン、ハロサフェン、イソカルバ
ミド、イソキサベン、ナプロパミド、ナプタラム、ペトキサミド、プロピザミド、キノナ
ミドおよびテブタムなどのアミド除草剤；クロラノクリル、シサニリド、クロメプロップ
、シプロミド、ジフルフェニカン、エトベンザニド、フェナシュラム、フルフェナセット
、フルフェニカン、メフェナセット、メフルイジド、メタミホップ、モナリド、ナプロア
ニリド、ペンタノクロール、ピコリナフェンおよびプロパニルなどのアニリド除草剤；ベ
ンゾイルプロップ、フラムプロップおよびフラムプロップ－Ｍなどのアリールアラニン除
草剤；アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ブテナクロール、デラクロール、
ジエタチル、ジメタクロール、メタザクロール、メトラクロール、Ｓ－メトラクロール、
プレチラクロール、プロパクロール、プロピソクロール、プリナクロール、テルブクロー
ル、テニルクロールおよびキシラクロールなどのクロロアセトアニリド除草剤；ベンゾフ
ルオール、ペルフルイドン、ピリミスルファンおよびプロフルアゾールなどのスルホンア
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ニリド除草剤；アシュラム、カルバスラム、フェナシュラムおよびオリザリンなどのスル
ホンアミド除草剤；クロルチアミドなどのチオアミド除草剤；ビラナフォスなどの抗生物
質除草剤；クロラムベン、ジカンバ、２，３，６－ＴＢＡおよびトリカンバなどの安息香
酸除草剤；ビスピリバックおよびピリミノバックなどのピリミジニルオキシ安息香酸除草
剤；ピリチオバックなどのピリミジニルチオ安息香酸除草剤；クロルタールなどのフタル
酸除草剤；アミノピラリド、クロピラリドおよびピクロラムなどのピコリン酸除草剤；キ
ンクロラックおよびキンメラックなどのキノリンカルボン酸除草剤；カコジル酸、ＣＭＡ
、ＤＳＭＡ、ヘキサフルレート、ＭＡＡ、ＭＡＭＡ、ＭＳＭＡ、亜ヒ酸カリウムおよび亜
ヒ酸ナトリウムなどのヒ素除草剤；メソトリオン、スルコトリオン、テフリルトリオンお
よびテムボトリオンなどのベンゾイルシクロヘキサンジオン除草剤；ベンフレセートおよ
びエトフメセートなどのベンゾフラニルアルキルスルホネート除草剤；ベンザゾリンなど
のベンゾチアゾール除草剤；アシュラム、カルボキサゾール、クロルプロカルブ、ジクロ
ルメート、フェナシュラム、カルブチレートおよびテルブカルブなどのカルバメート除草
剤；バルバン、ＢＣＰＣ、カルバスラム、カルベタミド、ＣＥＰＣ、クロルブファム、ク
ロルプロファム、ＣＰＰＣ、デスメジファム、フェニソファム、フェンメジファム、フェ
ンメジファム－エチル、プロファムおよびスウェプなどのカルバニレート除草剤；アロキ
シジム、ブトロキシジム、クレトジム、クロプロキシジム、シクロキシジム、プロホキシ
ジム、セトキシジム、テプラロキシジムおよびトラルコキシジムなどのシクロヘキセンオ
キシム除草剤；イソキサクロルトールおよびイソキサフルトールなどのシクロプロピルイ
ソオキサゾール除草剤；シニドン－エチル、フルメジン、フルミクロラック、フルミオキ
サジンおよびフルミプロピンなどのジカルボキシイミド除草剤；ベンフラリン、ブトラリ
ン、ジニトラミン、エタルフルラリン、フルクロラリン、イソプロパリン、メタルプロパ
リン、ニトラリン、オリザリン、ペンジメタリン、プロジアミン、プロフルラリンおよび
トリフルラリンなどのジニトロアニリン除草剤；ジノフェネート、ジノプロップ、ジノサ
ム、ジノセブ、ジノテルブ、ＤＮＯＣ、エチノフェンおよびメジノテルブなどのジニトロ
フェノール除草剤；エトキシフェンなどのジフェニルエーテル除草剤；アシフルオルフェ
ン、アクロニフェン、ビフェノックス、クロメトキシフェン、クロルニトロフェン、エト
ニプロミド、フルオロジフェン、フルオログリコフェン、フルオロニトロフェン、ホメサ
フェン、フリルオキシフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、ニトロフェン、ニトロフル
オルフェンおよびオキシフルオルフェンなどのニトロフェニルエーテル除草剤；ダゾメッ
トおよびメタムなどのジチオカルバメート除草剤；アロラック、クロロポン、ダラポン、
フルプロパネート、ヘキサクロロアセトン、ヨードメタン、臭化メチル、モノクロル酢酸
、ＳＭＡおよびＴＣＡなどのハロゲン化脂肪族除草剤；イマザメタベンズ、イマザモック
ス、イマザピック、イマザピル、イマザキンおよびイマゼタピルなどのイミダゾリノン除
草剤；スルファミン酸アンモニウム、ホウ砂、塩素酸カルシウム、硫酸銅、硫酸第一鉄、
アジ化カリウム、シアン酸カリウム、アジ化ナトリウム、塩素酸ナトリウムおよび硫酸な
どの無機除草剤；ブロモボニル、ブロモキシニル、クロロキシニル、ジクロベニル、ヨー
ドボニル、イオキシニルおよびピラクロニルなどのニトリル除草剤；アミプロフォス－メ
チル、アニロフォス、ベンスリド、ビラナフォス、ブタミフォス、２，４－ＤＥＰ、ＤＭ
ＰＡ、ＥＢＥＰ、フォサミン、グルホシネート、グルホシネート－Ｐ、グルホセートおよ
びピペロフォスなどの有機リン除草剤；ブロモフェノキシム、クロメプロップ、２，４－
ＤＥＢ、２，４－ＤＥＰ、ジフェノペンテン、ジスル、エルボン、エトニプロミド、フェ
ンテラコールおよびトリフォプシメなどのフェノキシ除草剤；メタゾール、オキサジアル
ギル、オキサジアゾンなどのオキサジアゾリン除草剤；フェノキサスルホンなどのオキサ
ゾール除草剤；４－ＣＰＡ、２，４－Ｄ、３，４－ＤＡ、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＡ－チオエチ
ルおよび２，４，５－Ｔなどのフェノキシ酢酸除草剤；４－ＣＰＢ、２，４－ＤＢ、３，
４－ＤＢ、ＭＣＰＢおよび２，４，５－ＴＢなどのフェノキシ酪酸除草剤；クロプロップ
、４－ＣＰＰ、ジクロルプロップ、ジクロルプロップ－Ｐ、３，４－ＤＰ、フェノプロッ
プ、メコプロップおよびメコプロップ－Ｐなどのフェノキシプロピオン酸除草剤；クロラ
ジホップ、クロジナホップ、クロホップ、シハロホップ、ジクロホップ、フェノキサプロ
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ップ、フェノキサプロップ－Ｐ、フェンチアプロップ、フルアジホップ、フルアジホップ
－Ｐ、ハロキシホップ、ハロキシホップ－Ｐ、イソキサピリホップ、メタミホップ、プロ
パキザホップ、キザロホップ、キザロホップ－Ｐおよびトリホップなどのアリールオキシ
フェノキシプロピオン酸除草剤；ジニトラミンおよびプロジアミンなどのフェニレンジア
ミン除草剤；ピロキサスルホンなどのピラゾール除草剤；ベンゾフェナップ、ピラスルホ
トール、ピラゾリネート、ピラゾキシフェンおよびトプラメゾンなどのベンゾイルピラゾ
ール除草剤；フルアゾレート、ニピラクロフェン、ピノキサデンおよびピラフルフェンな
どのフェニルピラゾリル除草剤；クレダジン、ピリダフォルおよびピリデートなどのピリ
ダジン除草剤；ブロムピラゾン、クロリダゾン、ジミダゾン、フルフェンピル、メトフル
ラゾン、ノルフルラゾン、オキサピラゾンおよびピダノンなどのピリダジノン除草剤；ア
ミノピラリド、クリオジネート、クロピラリド、ジチオピル、フルロキシピル、ハロキシ
ジン、ピクロラム、ピコリナフェン、ピリクロル、チアゾピルおよびトリクロピルなどの
ピリジン除草剤；イプリミダムおよびチオクロリムなどのピリミジンジアミン除草剤；シ
ペルコート、ジエタムコート、ジフェンゾコート、ジコート、モルファムコートおよびパ
ラコートなどの四級アンモニウム除草剤；ブチレート、シクロエート、ジ－アレート、Ｅ
ＰＴＣ、エスプロカルブ、エチオレート、イソポリネート、メチオベンカルブ、モリネー
ト、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルホカルブ、ピリブチカルブ、スルファレート
、チオベンカルブ、チオカルバジル、トリアレートおよびベルノレートなどのチオカルバ
メート除草剤；ジメキサノ、ＥＸＤおよびプロキサンなどのチオカーボネート除草剤；メ
チウロンなどのチオ尿素除草剤；ジプロペトリン、インダジフラム、トリアジフラムおよ
びトリヒドロキシトリアジンなどのトリアジン除草剤；アトラジン、クロラジン、シアナ
ジン、シプラジン、エグリナジン、イパジン、メソプラジン、プロシアジン、プログリナ
ジン、プロパジン、セブチラジン、シマジン、テルブチラジンおよびトリエタジンなどの
クロロトリアジン除草剤；アトラトン、メトメトン、プロメトン、セクブメトン、シメト
ンおよびテルブメトンなどのメトキシトリアジン除草剤；アメトリン、アジプロトリン、
シアナトリン、デスメトリン、ジメタメトリン、メトプロトリン、プロメトリン、シメト
リンおよびテルブトリンなどのメチルチオトリアジン除草剤；アメトリジオン、アミブジ
ン、ヘキサジノン、イソメチオジン、メタミトロンおよびメトリブジンなどのトリアジノ
ン除草剤；アミトロール、カフェンストロール、エプロナズおよびフルポキサムなどのト
リアゾール除草剤；アミカルバゾン、ベンカルバゾン、カルフェントラゾン、フルカルバ
ゾン、イプフェンカルバゾン、プロポキシカルバゾン、スルフェントラゾンおよびチエン
カルバゾン－メチルなどのトリアゾロン除草剤；クロランスラム、ジクロスラム、フロラ
スラム、フルメツラム、メトスラム、ペノキススラムおよびピロキススラムなどのトリア
ゾロピリミジン除草剤；ベンズフェンジゾン、ブロマシル、ブタフェナシル、フルプロパ
シル、イソシル、レナシル、サフルフェナシルおよびテルバシルなどのウラシル除草剤；
ベンズチアズロン、クミルロン、シクルロン、ジクロラルウレア（dichloralurea）、ジ
フルフェンゾピル、イソノルロン、イソウロン、メタベンズチアズロン、モニソウロンお
よびノルロンなどの尿素除草剤；アニスロン、ブツロン、クロルブロムロン、クロレツロ
ン、クロロトルロン、クロロクスロン、ダイムロン、ジフェノキスロン、ジメフロン、ジ
ウロン、フェヌロン、フルオメツロン、フルオチウロン、イソプロツロン、リヌロン、メ
チウロン、メチルダイムロン、メトベンズロン、メトブロムロン、メトキスロン、モノリ
ヌロン、モヌロン、ネブロン、パラフルロン、フェノベンズロン、シデュロン、テトラフ
ルロンおよびチジアズロンなどのフェニル尿素除草剤；アミドスルフロン、アジムスルフ
ロン、ベンスルフロン、クロリムロン、シクロスルファムロン、エトキシスルフロン、フ
ラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、ホラムスルフロン、ハロス
ルフロン、イマゾスルフロン、メソスルフロン、メタゾスルフロン、ニコスルフロン、オ
ルトスルファムロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プロピリスルフロン、ピラ
ゾスルフロン、リムスルフロン、スルホメツロン、スルホスルフロンおよびトリフロキシ
スルフロンなどのピリミジニルスルホニル尿素除草剤；クロルスルフロン、シノスルフロ
ン、エタメトスルフロン、ヨードスルフロン、メトスルフロン、プロスルフロン、チフェ
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ンスルフロン、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリフルスルフロンおよびトリトスル
フロンなどのトリアジニルスルホニル尿素除草剤；ブチウロン、エチジムロン、テブチウ
ロン、チアザフルロンおよびチジアズロンなどのチアジアゾリル尿素除草剤；ならびにア
クロレイン、アリルアルコール、アミノシクロピラクロル、アザフェニジン、ベンタゾン
、ベンゾビシクロン、ビシクロピロン、ブチダゾール、カルシウムシアナミド、カンベン
ジクロル、クロルフェナック、クロルフェンプロップ、クロルフルラゾール、クロルフル
レノール、シンメチリン、クロマゾン、ＣＰＭＦ、クレゾール、シアナミド、ｏ－ジクロ
ロ

ベンゼン、ジメピペレート、エンドタール、フルオロミジン、フルリドン、フルロクロリ
ドン、フルルタモン、フルチアセット、インダノファン、イソチオシアン酸メチル、ＯＣ
Ｈ、オキサジクロメフォン、ペンタクロロフェノール、ペントキサゾン、酢酸フェニル水
銀、プロスルファリン、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、キノクラミン、ロデタニル、
スルグリカピン、チジアジミン、トリジファン、トリメツロン、トリプロピンダンおよび
トリタック（tritac）などの未分類除草剤を含むが、これらに限定されない。
【００２４】
　本開示の１つの実施形態は、真菌の攻撃を防除または予防する方法である。この方法は
、土壌、植物体、根、茎葉、種子または真菌の存在場所または寄生を予防すべき場所に殺
真菌上有効な量の５－フルオロシトシンまたは５－フルオロシトシン誘導体を散布する（
例えば、穀類またはブドウ植物に散布する）ステップを含む。化合物は、低い植物毒性を
示すと同時に、種々の植物の殺真菌レベルでの処理に適している。化合物は、保護剤およ
び／または殺真菌剤の形で有用であり得る。
【００２５】
　化合物は、特に農業用のかなりの殺真菌効果を有することが見いだされた。化合物の多
くは、農作物および園芸植物について使用するのに特に有効である。
【００２６】
　前述の真菌に対する化合物の有効性は、殺真菌剤としての該化合物の一般的な効用を確
立するものであることは、当業者は理解するであろう。
【００２７】
　化合物は、殺真菌剤としての広範囲の有効性を有する。散布すべき活性物質の正確な量
は、散布する個別の活性物質だけでなく、望まれる個別の作用、防除すべき真菌種および
その成長の段階、ならびに化合物と接触する植物または他の生成物の一部にも依存する。
したがって、化合物のすべて、およびそれを含む製剤は、同様な濃度で、または同じ真菌
種に対して同等に有効でない可能性がある。
【００２８】
　化合物は、疾患抑制および植物学的に許容できる量で植物について用いるのに有効であ
る。「疾患抑制および植物学的に許容できる量」という語は、防除が望まれる植物の疾患
を鎮め、または抑制するが、植物に対して著しく有毒でない化合物の量を意味する。この
量は、一般的に約０．１～約１０００ｐｐｍ（１００万分率）であり、１～５００ｐｐｍ
が好ましい。必要な化合物の正確な量は、防除する真菌病、用いる製剤の種類、散布方法
、個別の植物種、気象条件などによって異なる。適切な散布量は、一般的に約０．１０～
約４ポンド／エーカー（約０．０１～０．４５ｇ／ｃｍ２）の範囲にある。
【００２９】
　本明細書に示す範囲または望まれる値は、本明細書における教示の理解について当業者
に明らかなように、求められる効果を失うことなく、拡大または変更することができる。
【００３０】
　生物学的試験
　以下の実施例について、５－フルオロシトシンまたは５－フルオロシトシン誘導体をア
セトンまたは水に溶解し、所望の散布量を得るために希釈を行った。噴霧溶液は、０．０
１％トリトンＸ－１００またはＴｒｙｃｏｌ５９４１を含んでいた。高容積噴霧について
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は、自動ブース噴霧器を用いて植物に噴霧して流した。低容積試験については、殺真菌剤
を、２００リットル／ヘクタール（Ｌ／Ｈ）の散布容積でトラック噴霧器を用いて散布し
た。
【００３１】
　化合物の散布の３日前（３日治療試験；３ＤＣ）または化合物の散布の１日後（１日保
護試験：１ＤＰ）に植物に真菌病原体を接種した。
【実施例】
【００３２】
［実施例１］
　殺真菌活性の評価：コムギの葉枯病（マイコスフェレラ・グラミニコラ（Mycosphaerel
la graminicola）；病原異名：コムギ葉枯病菌（Septoria tritici）；Ｂａｙｅｒコード
ＳＥＰＴＴＲ）
　コムギ植物（Yuma品種）を、温室内でポット当たり７～１０個の実生で最初の葉が完全
に出現するまで５０％ミネラル土壌／５０％ソイルレスＭｅｔｒｏミックス中で種子から
生育させた。これらの植物に、殺真菌剤処理の前または後にコムギ葉枯病菌の水性胞子懸
濁液を接種した。接種後、植物を１００％相対湿度に保持して（暗デューチャンバー内に
１日の後、照明デューチャンバー内に２～３日）、胞子を発芽させ、葉に感染させた。次
いで、植物を温室に移して疾患を発症させた。
【００３３】
［実施例２］
　殺真菌活性の評価：コムギのふ枯病（コムギふ枯病菌（Leptosphaeria nodurum）；Ｂ
ａｙｅｒコードＬＥＰＴＮＯ；病原異名：スタゴノスポラ・ノドルム（Stagonospora nod
orum））
　コムギ植物（Yuma品種）を、温室内でポット当たり７～１０個の実生で最初の葉が完全
に出現するまで５０％ミネラル土壌／５０％ソイルレスＭｅｔｒｏミックス中で種子から
生育させた。コムギ実生にコムギふ枯病菌の水性胞子懸濁液を接種した。接種後、植物を
１００％相対湿度に保持して（暗デューチャンバー内に１日、続いて照明デューチャンバ
ー内に３日）、胞子を発芽させ、葉に感染させた。次いで、植物を温室に移して疾患を発
症させた。
【００３４】
［実施例３］
　殺真菌活性の評価：オオムギの斑点病（オオムギ斑点病菌（Cochliobolus sativum）；
ＢａｙｅｒコードＣＯＣＨＳＡ；病原異名：ヘルミントスポリウム・サチウブム（Helmin
thosporium sativum））
　オオムギ植物（Harrington品種）を、温室内でポット当たり７～１０個の実生で最初の
葉が完全に出現するまでソイルレスＭｅｔｒｏミックス中で種子から生育させた。植物に
ヘルミントスポリウム・サチウブムの胞子懸濁液を接種した。接種後、オオムギ実生を相
対湿度が１００％の暗デュールーム内に２４時間にわたって入れ、次いで、疾患を発症さ
せるために温室に移した。
【００３５】
［実施例４］
　殺真菌活性の評価：テンサイの褐斑病（テンサイ褐斑病菌（Cercospora beticola）；
ＢａｙｅｒコードＣＥＲＣＢＥ）
　テンサイ（ＨＨ－８８品種）を温室内のソイルレスＭｅｔｒｏミックス中で生育させた
。胞子は、葉全体を水で洗浄することによって湿潤感染葉表面から収集し、２層のチーズ
クロスによりろ過した。若い実生に胞子懸濁液を接種した。植物を暗デュールーム内に４
８時間にわたって保持し、次いで、２６℃の温度の温室内のプラスチックフード下に置い
た。
【００３６】
［実施例５］
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　殺真菌活性の評価：ラッカセイの褐斑病（マイコスフェレラ・アラキジス（Mycosphaer
ella arachidis）；ＢａｙｅｒコードＭＹＣＯＡＲ；病原異名：ラッカセイ褐斑病菌（Ce
rcospora arachidicola））
　ラッカセイ実生（Star品種）をソイルレスＭｅｔｒｏミックス中で生育させた。胞子は
、葉全体を水で洗浄することによって湿潤感染葉表面から収集し、２層のチーズクロスに
よりろ過した。若い実生に胞子懸濁液を接種した。植物を暗デュールーム内に４８時間に
わたって保持し、次いで、２６℃の温度の温室内のプラスチックフード下に置いた。
【００３７】
［実施例６］
　殺真菌活性の評価：キュウリ炭疽病（グロメレラ・ラゲナリウム（Glomerella lagenar
ium）；病原異名：ウリ類炭疽病菌（Colletotrichum lagenarium）；ＢａｙｅｒコードＣ
ＯＬＬＬＡ）
　キュウリ実生（Bush Champion品種）を温室内のソイルレスＭｅｔｒｏミックス中で生
育させた。キュウリ植物に胞子懸濁液を接種し、暗デュールーム内に一夜保持した。次い
で、植物を疾患を発症させるために生育チャンバーに移した。
【００３８】
［実施例７］
　殺真菌活性の評価：リンゴ黒星病（リンゴ黒星病菌（Venturia inaequalis）；Ｂａｙ
ｅｒコードＶＥＮＴＩＮ）
　リンゴ実生（ＭｃＩｎｔｏｓｈおよびＧｏｌｄｅｎ　Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ）を温室内の
ソイルレスＭｅｔｒｏミックス中で生育させた。真菌種子を感染葉組織から収集した。植
物に胞子懸濁液を接種した。植物を相対湿度が１００％の暗デュールーム内に２４時間に
わたって入れ、次いで、疾患を発症させるために１８℃の温度の温室に移した。
【００３９】
［実施例８］
　殺真菌活性の評価：バナナのシガトカ病（マイコスフェレラ・フィジエンシス（Mycosp
haerella fijiensis）；ＢａｙｅｒコードＭＹＣＯＦＩ）
　マイコスフェレラ・フィジエンシスに対する有効性は、野外生育バナナ植物の新たに発
生した葉を用いて試験した。必要な濃度の５－フルオロシトシンの希釈製剤２０ｍＬを各
試験葉上の２０ｘ２０ｃｍの線引きした領域に噴霧した。その後、葉を天然接種物により
感染された状態にし、約４０～４５日後に疾患防除率を目視により評価した。
【００４０】
　以下の表にこれらの実験で評価したときの５－フルオロシトシン（表Ｉ）または５－フ
ルオロシトシン誘導体（表ＩＩ）の活性を示す。疾患の防除における５－フルオロシトシ
ンまたは５－フルオロシトシン誘導体の有効性は、処理した植物における疾患の重症度を
評価し、次に無処理の接種植物における疾患のレベルに基づいて、重症度を防除率（％）
に変換することによって判定した。
【００４１】
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【表１】

【００４２】
【表２】

【００４３】
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